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  ＫＭＬメールニュース VOL.110 をお送り致します。 
  お忙しい事とは存じますが御一読いただきまして、先生方の 
  一助としていただければ幸いでございます。 
   
 ☆★ トピックス ★☆ 
┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 
 
 【１】学童期以降における食物アレルギーのトピックス 
 【２】ＫＭＬインフォメーション 5 月～ 7月分のお知らせ 
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 １  学童期以降における食物アレルギーのトピックス 
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  ●花粉症とも関連する果物アレルギー 
   学童期に発症する原因食物として、果物類の頻度が高いと報告さ 
   れています。 
   キウイ、バナナ、モモ、リンゴ、サクランボの順で報告され、こ 
   れら 5つで果物類の74.1％を占めています 1 ）。  
   果物アレルギーのなかには、花粉 -食物アレルギー症候群（PFAS） 
   との関連が考えられているものがあり、例えば、モモ、リンゴ、 
   サクランボなどのバラ科の果物は、ハンノキやシラカンバといった 
   カバノキ科花粉との関連が報告されています 2 ）。  
   10歳代の花粉症の有病率も増加しており、学童期における果物ア 
   レルギー発症の背景として考えられます。 
 
  ●学童期以降の大豆アレルギーに注意 
   18歳以上で新規発症を認めた原因食物の第 5 位に大豆が挙げられ 
   ており 1 ）、 学童期以降に発症する大豆アレルギーは、豆乳など 
   の大豆加工品摂取によるものが多いとされています 3 ）。  
   これは、カバノキ科花粉症をもつ患者さんの一部で、カバノキ科 
   花粉と交差反応をもつ大豆中の PR-10 タンパク（ Gly m 4 ）に反応 
   して発症するPFASと考えられ、 PR-10 タンパクは加熱や発酵など 
   の加工処理で低アレルゲン化されやすい性質を持つため、加工の 
   程度が低い豆乳でアレルギー症状が起こりやすいとされています 3 ）。  
   診断には、カバノキ科花粉（ハンノキ /シラカンバ）と 
   Gly m 4 （大豆由来）の特異的 IgE 抗体検査が有用です 3 ）。  
   平成25年12月に国民生活センターからも『豆乳等によるアレルギー 
   について - 花粉症（カバノキ科花粉症）の方はご注意を -』と注意 
   喚起 4）が行われています。 
 
  ●魚介類摂取後のアレルギー様症状では鑑別が重要 
   魚介類摂取後の症状を診断する際には、１．魚アレルギー  
   ２．アニサキスアレルギー ３．ヒスタミン中毒との鑑別を考慮 
   します。 
   アニサキスアレルギーは、成人におけるアナフィラキシーの原因 
   アレルゲンの7%を占めたとの報告もあり 5 ）、 注意が必要です。 
   ・アニサキス：魚類やイカに寄生する寄生虫。アニサキスが寄生 
    した魚類を摂取したことによるＩ型アレルギー機序により、じ 
    んましん、消化器症状や、さらにアナフィラキシー症状を呈す 
    ることがある。 
    アニサキス特異的 IgE 抗体検査が鑑別に役立つ。 
   ・ヒスタミン中毒：魚に含まれる物質ヒスチジンは、ヒスタミン 



    産生菌が産生する酵素の働きでヒスタミンになる。生の赤身魚 
    を常温で放置した場合などにはヒスタミンの量が増えて、それ 
    を摂取することによる薬理反応として皮膚のかゆみや膨疹、消 
    化器症状などのアレルギー様症状が誘発されることがある 3 ）。  
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   前回メールニュースを配信しました後から現在までに発行されま 
   した「ＫＭＬインフォメーション」についてお知らせ致します。 
    
   各インフォメーションにつきましては、医院様へ随時お届けして 
   おりますが、ご確認などに活用していただければ幸いです。 
    
   2023年 5月23日 検査内容変更のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0523.pdf  
    
   2023年 5月27日 NTx 中止のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0527.pdf  
    
   2023年 5月28日 請求書の記載事項追加及び事業者登録番号のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0528.pdf  
    
   2023年 6月26日 新規受託項目のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2023-0626.pdf  
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  ┌──┐ 
  │＼／│最後までお読みいただきまして有り難う御座いました。 
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